
第９期北海道総合開発計画★北海道総合計画キックオフイベント「共創による地域づくりシンポジウム」を開催しました

（令和６年10月5日、岩見沢市）

★司会進行：北海道岩見沢緑陵高校放送局

★基調講演：藤沢久美 氏
株式会社国際社会経済研究所理事長

「ヒト・モノ・カネが循環する
参加型まちづくりのポイント」

★パネルディスカッション：
「次世代に向けた地域づくり人づくり

～内と外の化学反応」

【コーディネーター】山本 理人 氏
国立大学法人北海道教育大学岩見沢校キャンパス長

【パネリスト】
・岸本 友宏 氏

一般社団法人空知建設業協会理事
広報企画・入職促進委員長

・北口 博美 氏
NPO法人炭鉱の記憶推進事業団事務局長

・藤沢 久美 氏
株式会社国際社会経済研究所理事長

・宮川 愛由 氏
認定NPO法人ほっかいどう学推進フォーラム

事務局長・特別研究員
基調講演（藤沢久美 氏）

大盛況の会場

北口博美 氏

司会の牧野くんと菅原さん

岸本友宏 氏

山本理人 氏

宮川愛由 氏

藤沢久美 氏

横（組織）と縦（世代）を掛け合わせた立体的な共創を!

本シンポジウムでは、国の「第９期北海道総合開発計画」（令和6年3月閣議決定）及び道の「北海道総合計画」（令和6年7月決定）の推進に向けて、
様々な分野で活躍されている方々に「次世代に向けた地域づくり・人づくり」をテーマに議論いただきました。

司会進行は、「次世代」の代表である北海道岩見沢緑陵高校放送局のお二人。和やかなムードで開会しました。

第９期計画の審議に参画された藤沢 久美氏による基調講演は、約190名の会場参加者を魅了。住民参加によるまちづくりを進めるためにはデータを活用
した「見える化」が非常に重要性であること、地域の素晴らしさを自らの感動とともに語ることが共感を生む力になること等、大変印象的なお話でした。

パネルディスカッションは、山本 理人氏によるコーディネートのもと、「次世代」や「内と外」をキーワードに展開。
「共創の構造は、縦横の展開に加え、これらを掛け合わせて立体化することが必要。さまざまな世代が語り合い、話し合う場を創り、それを融合させる
ことで地域課題解決の方策が見えてくるのでは。」との山本氏の締めくくりのメッセージは、わたしたちの進むべき道筋を示すものとなりました。

シンポジウム後は、参加者による交流があり、興奮冷めやらぬ熱気の中、さっそく「共創」がキックオフされた、そんな１日になりました。

（文責：共創による地域づくりシンポジウム事務局）


